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資料１

「利根川上流カスリーン台風７０年実行委員会」設立趣旨

（案） 

昭和２２年９月のカスリーン台風による洪水は、明治４３年８月

洪水以来の大規模なもので、明治・大正・昭和・平成の時代を通じ

て最大の洪水であり、利根川上流河川事務所管内においても、本支

川において各所で堤防決潰、氾濫が発生した。特に、埼玉県加須市

新川通地先利根川右岸堤防で発生した決潰は幅約350mの大決潰であ

り、氾濫流は埼玉県東部地域を流れ下り、東京都東部地域まで水没

させる甚大な被害をもたらした。 

その後、近代的河川改修が進み、水害の発生頻度が減少したこと

に伴い、社会の意識は「水害は施設整備によって発生を防止するも

の」へと変化していったが、平成27年9月関東・東北豪雨災害では、

利根川水系鬼怒川において堤防が決壊し、氾濫流による家屋の倒

壊・流失や広範囲かつ長期間の浸水が発生した。また、これらに避

難の遅れも加わり、近年の水害では類を見ないほどの多数の孤立者

が発生した。 

今後、気候変動により、平成27年9月関東・東北豪雨災害のような

施設の能力を上回る洪水の発生頻度が高まることが予想されること

を踏まえると、河川管理者のみならず行政や住民等が主体的に「施

設の能力には限界があり、施設では防ぎきれない大洪水は必ず発生

するもの」へと意識を変革し、社会全体で洪水氾濫に備える必要が

高まっている。 

このような状況を鑑みて、カスリーン台風による災害から７０年

となる平成２９年において、これを契機に地域の方々に水害の恐ろ

しさ、防災、避難の重要性を改めて認識していただきたく事を目的

に、利根川上流域での効果的な広報・啓発活動を実施するため、各

自治体と利根川上流河川事務所が意見交換、調整、情報共有及び連

携・協力を行うための組織として、「利根川上流カスリーン台風７０

年実行委員会」を設立するものである。 
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資料２

利根川上流カスリーン台風７０年実行委員会規約（案）

（名称） 

第１条 この会は、利根川上流カスリーン台風７０年実行委員会（以下「実行委員会」という。）

 という。  

（目的）

第２条 実行委員会は、カスリーン台風による災害から７０年となる平成２９年において、これ 

を契機に地域の方々に水害の恐ろしさ、防災、避難の重要性を改めて認識していただく事を目 

的に、利根川上流域での効果的な広報・啓発活動を実施するため、各自治体と利根川上流河川 

事務所が意見交換、調整、情報共有及び連携・協力を行うことを目的とする。 

（事業） 

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

１「カスリーン台風７０年実施行事」の実施に関すること。 

２ その他、目的を達成するために必要なこと。 

（実行委員会） 

第４条 実行委員会の組織及び運営は次のとおりとする。 

１ 構 成 

（１） 実行委員会の構成は、委員長１名、副委員長２名、理事５名及び委員４２名とする。 

（２） 実行委員会の円滑な運営を図るため、実行委員会に理事会を置く。 

（３） 理事会は委員長、副委員長及び理事をもって構成する。 

     ア 理事会は、次に掲げる事項を協議する。 

（ア） 実行委員会の会議で決定した事項の執行に関すること。 

（イ） その他実行委員会において必要と認めた事項。 

イ 実行委員会を補佐するため、実行委員会に幹事会を置く。幹事は実行委員会を組織 

する当該市区町の担当課長（これに相当するものを含む）並びに利根川上流河川事務 

所副所長をもってあて、次に掲げる事項を協議する。 

（ア） 共通ロゴマークの使用に関すること。 

（イ） 共通ポスター等の掲示に関すること。 

（ウ） 治水の日式典に関すること。 

（エ） 子ども利根川研究・活動発表会に関すること。 

（オ） 自治体リレーパネル展に関すること。 

（カ） その他実行委員会又は理事会において必要と認めた事項。 

ウ 委員長は、実行委員会の運営について意見を求めるため、実行委員会に関係都県関 

係部局職員をオブザーバーとして参加することを要請することができる。 

２ 委員長・副委員長・理事・幹事長の選出方法と任期 

   （１） 委員長は、加須市長とする。 

   （２） 副委員長は、羽生市長並びに久喜市長とする。 

   （３） 理事は、古河市長、佐野市長、館林市長、野田市長並びに足立区長とする。 

   （４） 委員は、別表１のとおりとする。 

   （５） 幹事長は、幹事の中から委員長が選任する。 

（６）   委員長、副委員長及び理事の任期は、第２条に掲げる目的が達成されるまでとする。 
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  ３ 実行委員会の運営 

（１） 実行委員会及び理事会は委員長が招集する。また、委員長は必要に応じて文書をもっ 

て理事及び委員の意見を聴取し、実行委員会又は理事会の開催に代えることができる。 

ア 実行委員会は、原則として年１回開催する。 

  実行委員会は、委員に代わり委員が指名した代理者の出席を認めるものとする。 

イ 理事会は、必要に応じ委員長が招集する。 

  理事会は、理事に代わり理事が指名した代理者の出席を認めるものとする。 

ウ 幹事会は、必要に応じ幹事長が招集する。 

  幹事会は、幹事に代わり幹事が指名した代理者の出席を認めるものとする。 

（事務局） 

第５条 実行委員会の事務局は、国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所に置く。 

事務局長は利根川上流河川事務所建設専門官とする。  

（解散） 

第６条 実行委員会は、その目的が達成されたときに解散する。 

（補足） 

第７条 この規約に定めるもののほか、実行委員会の運営に必要な事項は委員長が別に定める。 

付則  この規約は、平成２９年１月２０日から施行する。 
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古河市長（理事） 春日部市長

常総市長 羽生市長（副委員長）

取手市長 鴻巣市長

守谷市長 深谷市長

坂東市長 草加市長

五霞町長 越谷市長

境町長 桶川市長

栃木市長 久喜市長（副委員長）

佐野市長（理事） 八潮市長

小山市長 三郷市長

野木町長 蓮田市長

伊勢崎市長 幸手市長

太田市長 吉川市長

館林市長（理事） 白岡市長

玉村町長 上里町長

板倉町長 宮代町長

明和町長 杉戸町長

千代田町長 松伏町長

大泉町長 野田市長（理事）

邑楽町長 柏市長

さいたま市長 我孫子市長

熊谷市長 足立区長（理事）

行田市長 葛飾区長

加須市長（委員長） 江戸川区長

本庄市長 国土交通省
関東地方整備局 利根川上流河川事務所長

栃木県

群馬県

埼玉県

埼玉県

千葉県

東京都

実行委員

　　　　別表1

　 実行委員

茨城県
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資料３

共通ロゴ、共通メッセージ

効果的な周知のため、2017年9月のカスリーン台風から70年に向け、ポス
ター、パネル、リーフレット、式典、のぼり等、すべての広報ツール共通で使用
するロゴとキャッチコピーを設定しました。
著作権は国土交通省利根川上流河川事務所に帰属し、自治体やその他団体にお
いても自由にご使用いただけます。

【共通ロゴ】

【共通メッセージ】

カスリーン台風から７０年

Ｐ５

2017年はカスリーン台風による災害から70年

1947年、国土の荒廃と疲弊する社会経済で混乱する日本を襲ったカスリーン
台風は関東地方に未曾有の大雨をもたらし戦後最大の水害を及ぼしました。

70年目にあたる2017年を、カスリーン台風の教訓を次世代に継承するため
のきっかけとし、積極的に広報活動を行います。

ロゴは利根川上流河川事務所貸与

共通ロゴマークの使用について

大きな数字70はカスリーン台風から70年目という事を強調
・背景のマークは台風をイメージしており、赤色は市街地(家屋)、黄緑色
は田畑（耕地）、緑色は山間部（山地）を表し、青色の大雨によって溢れ出
した利根川の水がそれらを飲み込んだ様子を表現している。



（参考）「加須市」、「加須市・羽生市水防事務組合」の「封筒」に

「共通ロゴマーク」を使用して頂きました。

Ｐ６



実行委員会構成自治体が行う河川に
関わる地域イベントや水防・防災訓練
等利根川上流河川事務所がパネル展示
出展を実施しているイベントであるか
否かにかかわらず共通ロゴマークを使
用して頂けるイベントをご検討頂きた
い。（右は、羽生市防災講演会チラシ
の事例です。）
また、市区町広報に共通ロゴを使用

した「利根川上流カスリーン台風７０
年」に関する告知記事を掲載して頂く
ことをご検討頂きたい。

参考：共通ロゴマークを使用して頂ける事を期待できる

イベント事例（H28開催実績）

Ｐ７

開催時期 イベント名

4月9日 小山市寒川さくらまつり

4月16日 クリーン作戦（遊水池）

4月16日 生井桜まつり

4月23日 第９回部屋南部桜づつみ公園桜まつり

5月3日 加須市民平和祭

5月15日 野田市水防演習

5月24日 小山市風水害対応職員実働訓練

6月4日 加須市・羽生市水防団水防訓練

6月11日 我孫子市・柏市共催水防演習

6月11日 小山市水防訓練

6月11日 小山市堤防感謝祭

6月12日 利根川栗橋流域水防訓練

6月19日 2市1町合同水防訓練

6月25日 大里郡利根川水害予防組合水防訓練

6月26日 栃木市・野木町合同水防演習

7月2日 行田市水防演習

7月11日 クリーン作戦（千代田町）

7月12日 クリーン作戦（大泉町）

7月19日 境ふるさと祭

7月22日 のぎまちひまわりフェスティバル

8月22日 E-ボートレース2015渡良瀬大会

8月27日 建設ふれあい祭 in境

9月1日 野田市総合防災訓練

9月3日 久喜市総合防災訓練

9月11日 遊水地フェスティバル2016

9月20日 渡良瀬遊水地まつりinKAZO

9月27日 取手中央タウン合同防災訓練

10月15日 我孫子市総合防災訓練

10月17日 静御前祭り

11月27日 五霞町防災訓練

共通ロゴマークを使用して頂きたい事例

「利根川上流カスリーン台風７０年実施事業
（案）参画意向確認票」において
情報提供頂いた イベント

守谷市
「第１７回利根川河川敷クリーン作戦」
平成２９年３月５日（日）（予定）

小山市
「カスリーン台風７０年に関する祈念事業」
平成２９年９月１６日（土）（予定）

千代田町
「防災訓練」
平成２９年９月３日（日）（予定）

羽生市
「「道の駅はにゅう」でのＧ．Ｗイベント」
平成２９年５月５日（金）（予定）

久喜市
「栗橋宿ふれあい推進協議会実施
イベント」（予定）
「久喜市４地区で実施する防災訓練」（予定）

松伏町
「平成２９年度町民まつり」
平成２９年１０月１５日（日）（予定）



利根川上流カスリーン台風70年広報ツール

１ ポスター（１２／１４ 配布）
2017年がカスリーン台風による大洪水から70年にあたる旨

を広く周知するポスター

仕様：A１

実行委員会構成自治体庁舎等で適宜掲示して頂きたい

２ 卓上ミニのぼり（１／２０ 配布）

受付窓口等に設置する卓上型のぼり。カスリーン台風から70年

の認知向上を図る

仕様：H300mm×W100mm

実行委員会構成自治体の受付窓口等に適宜設置して頂きたい

３ 自治体リレーパネル展紹介リーフレット（２月末を目処に作成中）

カスリーン台風70年パネル展示の期間、場所の周知リーフレット

自治体リレーパネル展の周知効果向上を図る

仕様： H297×W210 展開A３ 蛇腹3山

４ カスリーン台風パンフレット（２月末を目処に作成中）

台風進路状況や破堤の状況、浸水被害の状況等を紹介した

パンフレット

仕様：A4 ８P 両観音折り

５ カスリーン台風キッズパンフ（２月末を目処に作成中）

小学生高学年を対象にカスリーン台風と利根川の概要を網羅

総合学習の時間等で利用できるパンフ

仕様：A４、６P

３）～５）については、実行委員会構成自治体で適宜配布して

頂きたい

卓上ミニのぼり

ポスター

Ｐ８

６ 特設ホームページ（１２月末に暫定版をアップロード済み）

利根川上流河川事務所HP内に、カスリーン台風から70年特設コンテンツ及びリンクバナーを作成

実行委員会構成自治体の各HPに適宜、バナー掲載し、特設頁へ誘導頂きたい

（バナーは利根川上流河川事務所でサイズが異なる数種類作成します）

掲載内容：

１）自治体リレーパネル展スケジュール

２）掲示パネル一部紹介

３）地域イベント出展スケジュール、事後報告

４）連合水防演習、治水の日式典、住民参加型イベント案内

５）その他

資料４

共通ポスター等の掲示・配布等について



Ｐ９

特設ホームページ（暫定版開設済み）

利根川上流河川事務所ホームページの
トップページ



１ 式典概要
カスリーン台風の甚大な災害の教訓を踏まえ、その記憶を後世に語り継

ぐとともに、犠牲者のご冥福を祈り、利根川の治水事業の重要性を広く理
解して頂くことを目的として、平成4年から利根川の堤防が決壊した9月
16日を「治水の日」と制定し、以来、毎年この時期に「治水の日」式典
を開催しています。
カスリーン台風から70年を迎える平成29年度の「治水の日」式典は、

犠牲になられた方々のご冥福をお祈りする「慰霊式典」とカスリーン台風
の教訓を後世に語り継ぐための「継承式典」の２部構成で執り行ないます。

実施日：平成29年9月16日（土）９：３０～１２：００

Ｐ１０

２ 慰霊式典
会場：大利根河川防災ステーション
「決壊の碑」の前において、犠牲に

なられた方々のご冥福をお祈りすると
ともに、このような水害を二度と起こ
さないよう、ご遺族の方々と地域の方
々、流域自治体関係者及び河川管理者
で 執り行います。

３ 継承式典
会場：パストラルかぞ
カスリーン台風の大災害の教訓を踏

まえ、この教訓を風化させることなく
、後世に語り継ぐとともに、利根川の
治水事業の重要性を広く理解して頂け
るよう開催します。

４ 体験談披露
（継承式典後同会場で実施）
実行委員会構成自治体からカスリー
ン台風体験者を推薦頂き、取材を実施
。取材の様子を映像コンテンツ（オー
ラルヒストリー）として取りまとめ、
体験談披露として上映します。また、
体験者の体験談を取りまとめ、体験談
集も作成します。

慰霊式典

継承式典

資料５

治水の日式典について
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（参考）「カスリーン台風経験者」の体験談集の例

Ｐ１１



１ 概要

沿川自治体の小・中学校の子どもたちを対象に、より深く利根川について知って
もらうための「こども利根川研究・活動発表会」を開催します。この取組は川に関
する調査・研究の取組についてまとめてもらう『壁新聞部門』と『作文部門』『絵
画部門』に分けられています。『作文部門』『絵画部門』の取組は利根川利用者協
議会で長く実施してきた「川はともだち」と同じ主旨であることから、今年度は特
別企画として「子どもたちの利根川研究・活動発表会」と「川はともだち」を合同
で実施していきます。

２ 募集要項の概要

（１）部門・テーマ

①『壁新聞部門』（川に関する調査・研究の取組）

テーマ：利根川や渡良瀬川、渡良瀬遊水地に関すること

であれば自由（例：歴史、環境、水質、動植物、災害等）

②『作文部門』

テーマ：川に関する思い出

③『絵画部門』

テーマ：川に関する風景

（２）対象者

利根川上流カスリーン台風７０年

実行委員会を構成する市区町内の小学校

又は中学校に在籍する児童・生徒

（３）募集のカテゴリー

小学校、中学校を部門毎に９つのカテゴリーに分けて募集。

９つのカテゴリーの中でどのカテゴリーに取り組むのかは各校の自由。

小学生
低学年

小学生
高学年

中学生

壁新聞部門 A B C

作文部門 D E F

絵画部門 Ｇ Ｈ Ｉ

応募カテゴリーの分類

壁新聞部門例 作文部門例 絵画部門例

３ 募集方法

（１）募集要項を１月２０日（金）実行委員会で配布します。

（後日、利根川上流カスリーン台風７０年特設ホームページにもＵＰ）

（２）各実行委員会幹事から小・中学校へ照会願います。

（教育委員会等への説明が別途必要な場合は、事務局が対応しますのでご相談下さい。）

（３）平成29年度6月上旬に「川はともだち」対象校へ再周知

資料６

こども利根川研究・活動発表会について
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５ 選定・発表

（１）実行委員会事務局で、一次審査結果（５段階評価）（案）を作成後、実行委

員会員会幹事会幹事に９つのカテゴリー毎の審査会場（９箇所設定、審査時間

１日程度）に参集頂き、二次審査を行う。（実行委員会幹事には、９カテゴリ

ーの内、１カテゴリー以上の二次審査に参画して頂きたい。各実行委員会幹

事の担当カテゴリーは、幹事会において、協議・調整のうえ決定させて頂きた

い）二次審査結果は、理事会に諮り、最終審査結果とする。

（２）各カテゴリー毎に３～５作品程度を優秀賞として選定。その中で最も優秀な

作品を最優秀賞として選定し、実行委員長と利根川上流河川事務所長の連名で

表彰する。なお、学校推薦応募作品は、全て佳作として表彰する。

（３）受賞作品については、平成２９年１０月末頃までに審査結果を実行委員長名

でお知らせする。

６ 表彰式・発表会

（１）最優秀賞、優秀賞の受賞者は「こども利根川研究・活動発表会」で

表彰する。

（２）最優秀賞については、表彰式当日、発表をして頂く

・壁新聞部門は発表用にパワーポイント等を使用しても可

・壁新聞部門２０分×３作品（3カテゴリー）

・作文部門 １０分×３作品（3カテゴリー）

・絵画部門 ２分×３作品（3カテゴリー）

・それぞれインタビューの時間を含む

・カテゴリー毎の優秀賞作品は、会場に展示

・全ての応募作品は作品集として印刷・製本（場合によってはＤＶＤ）

「こども利根川研究・活動発表会～川はともだち～」

・記念品（予定）：最優秀賞 図書券5000円

小学生低学年 小学生高学年 中学生

壁新聞部門 二次審査会場：古河市役所 二次審査会場：館林市役所 二次審査会場：春日部市役所

作文部門 二次審査会場：坂東市役所 二次審査会場：加須市役所 二次審査会場：野田市役所

絵画部門 二次審査会場：佐野市役所 二次審査会場：久喜市役所 二次審査会場：足立区役所
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いつも使っている水と

利根川について調べて
作文を書こうかな

利根川にいる魚
や河川敷に生え
てる植物を描い
てみるわ

川のなりたち、
過去の災害について

研究し、壁新聞を作成
してみるよ

主催：利根川上流カスリーン台風70年実行委員会

『壁新聞部門』『作文部門』『絵画部門』
に分かれているんじゃ

お友達と一緒に応募してみよう！

募集期間 平成２９年９月３日（月）～９月８日（金）

渡良瀬川合流部（河口から約１３２km）

渡良瀬遊水地
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部門・テーマ
■部門

①『壁新聞部門』（川に関する調査・研究の取組）

テーマ：利根川や渡良瀬川、渡良瀬遊水地に関すること
であれば自由（例：歴史、環境、水質、動植物、災害等）
②『作文部門』テーマ：川に関する思い出
③『絵画部門』テーマ：川に関する風景
■年代による分け

それぞれの３つの部門毎に「小学生低学年(1～3年)の部」
「小学生高学年(４～6年)の部」「中学生の部」の各年代に
分けて計9つのカテゴリーで募集・審査を行います。

■対象者
利根川上流カスリーン台風７０年実行委員会を構成する

４９市区町内の小学校又は中学校に在籍する児童・生徒

応募作品の様式等
『壁新聞部門』

■規格 A1用紙1枚（タテ、表面のみを使用）
■画材 サインペン、色鉛筆、絵の具など画材は自由。文章、

マンガ、イラスト、写真の貼り込みも可
パソコンなどを使用して作成する場合は出力して
A1版模造紙等に貼って応募願います

■取組 グループ、個人どちらでの取り組みでも可
『作文部門』

■規格 原稿用紙２枚以内（400文字/枚）
『絵画部門』

■規格 画用紙１枚（四ッ切：392mm×542mm）
■画材 水性絵の具、クレヨン、サインペン、色鉛筆、など画

材は自由。

審査・発表

■各部門（『壁新聞部門』、『作文部門』及び『絵画部門』）

を各年代毎（「小学生低学年(1～3年)の部」、「小学生高

学年(4～6年)の部」及び「中学生の部」）に分けた、

計9つのカテゴリー毎に、利根川上流カスリーン台風７０年

実行委員会による審査を行い、最優秀賞及び優秀賞を決定し

ます。また、受賞者には記念品の贈呈を予定しています。

■学校推薦応募作品か否かは、最優秀賞及び優秀賞の選定必

須要件ではありません。

■審査結果は平成29年10月末頃までに、事務局から学校宛て

にお知らせします。

出前講座・現場見学会

■ご要望あれば国土交通省職員による出前講座及びカスリー

ン台風により破堤した箇所の現場見学会を実施します。

利根川の治水、利水、環境、

歴史などについて学校に出向い

て説明を行うほか、水質試験（

パックテスト）等の実験実習の

支援も行います。（申込みは

利根川上流カスリーン台風７０

年実行委員会事務局まで）

【応募頂く際のお願い】

①応募作品は学校単位で取りまとめてご応募下さい。
②『壁新聞部門』及び『絵画部門』の応募作品には、「応募票」を
作品の裏面右下に貼ってご応募下さい。
③『作文部門』の応募作品には、原稿用紙に作品タイトル、学年、
氏名を必ずご記入ください。
④「学校推薦応募作品」には、「作品の裏面」に鉛筆で大きく「推薦」
と明記して下さい。
⑤各カテゴリーの最優秀賞受賞者は表彰式及び発表会に出席・発表を
して頂きます。
⑥応募作品は「利根川上流カスリーン台風70年」に関する広報（HP
掲載や展示、冊子掲載等）に使用することがありますので予めご了承
下さい。
⑦応募作品は全て、冊子「こども利根川研究・活動発表会～川はとも
だち～」に掲載又はＤＶＤ化する予定です。冊子又はＤＶＤは、参
加頂いた各校に送付させて頂きます。
⑦応募作品は、原則返却致しません。

■各カテゴリー毎の最優秀賞受賞者、優秀賞受賞者の表彰式

及び各カテゴリー毎の最優秀賞受賞者による発表会（平成

29年11月 於：加須市（予定））を予定しています。

■発表会当日は、応募いただいた作品の展示も予定していま

す。

発表会・表彰式

ふりがな ふりがな ふりがな

ふりがな ふりがな

氏名

ふりがな

作品名

※「〇〇市（区町）立」も書き入れてください

氏名 氏名

氏名 氏名

（男 ・ 女）

学年 年（この応募票を作品の裏面下に添付してください。） ※『作文部門』の応募作品には添付する必要はありません応募票

※壁新聞部門でグループで応募する場合、代表者を左上の氏名に記載してください。また製作者の欄には全員の氏名を記載ください。製作者が6名以上の場合、応募票をコピーして記載してください

小学生低学年 小学生高学年 中学生

『壁新聞部門』 ３作品 ３作品 ３作品

『作文部門』 ６作品 ６作品 ６作品

『絵画部門』 ６作品 ６作品 ６作品

学校推薦応募作品の上限数

応募方法
■応募締切日 平成29年9月８日（金）１７：００

■応募先 利根川上流河川事務所計画課 電話0480-52-3921

「利根川上流カスリーン台風70年実行委員会事務局」
〒349-1198 埼玉県久喜市栗橋北2－19－1
E-mail：ktr-tonejo-keikaku@mlit.go.jp

■作品送付方法 上記応募先に締切日までに、学校単位で応募作品
が有る旨をE-mail（メール使用不能な場合電話）でご連

絡願います。折り返し、事務局から送付方法（着払い）

と送付締切日をお知らせします。

ふりがな

学校名

（男 ・ 女）

（男 ・ 女）

（男 ・ 女）

ふりがな ふりがな

氏名 氏名

（男 ・ 女）

製
作
者

学校推薦応募作品の佳作表彰

学校推薦応募作品（各カテゴリー毎に下表の作品数以内）に
ついては、全て佳作として表彰します。佳作表彰を希望しない
学校におかれましては学校推薦応募作品の選定は不要です。
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自治体庁舎広報スペース等で期間を定めたパネル展をリレー形式で実施

１ 期間： 4月５日（水）～11月初旬 各箇所原則週単位で開催
（スケジュールの詳細（案）は次頁参照）

２ 展示内容：
a.カスリーン台風写真
b.H27.8関東東北豪雨出水写真
c.利根川、カスリーン台風等の解説パネル
d.地域の浸水想定区域図、水防災意識社会ビジョン
e.H28川はともだち作品
f.（配布物）パンフレット、リーフレット、利根川だよりなど

３）設営撤去：
展示パネル、バックパネル、リーフレットは実行委員会事務局
（利根川上流河川事務所）にて準備。設営、撤去、運搬について
は実行委員会事務局（利根川上流河川事務所）にて実施

４）自治体依頼事項：
スペースの確保、搬出入設営撤去時の立ち合い、配布物の補充

５）リレーパネル展オープニングセレモニー
リレーパネル展を最初に実施する加須市にて実施（4月５日（水））
セレモニー内容（案）

・開式
・主催者挨拶（加須市長）
・カスリーン台風から70年の取組説明（利根川上流河川事務所長）
・除幕式（パネルの一部を幕で隠しておき、除幕式）
・閉式

例）村山・置賜地区災害情報普及協議会

Ｐ１６

バックパネル例

自治体リレーパネル展について

資料７

★事前連絡のうえ、２月下旬までを目処に、実行委員会事務局が
実行委員会構成自治体に開催日時・開催場所の調整に伺います。
（打ち合わせ時間３０分程度）



自治体リレーパネル展実施スケジュール（案）

＜２月下旬までを目処に、実行委員会事務局が実行委員会構成自治体に調整に伺います。＞

Ｐ１７

展示期間 展示場所 開館時間 住所 電話番号（代表）

4/5̃4/11 加須市役所 8:30̃17:15 加須市三俣2-1-1 0480-62-1111

4/12̃4/18 久喜市役所 8:30̃17:15 久喜市下早見85-3 0480-22-1111

4/12̃4/18 鴻巣市役所 8:30̃17:15 鴻巣市中央1-1 048-541-1321

4/19̃4/25 白岡市役所 8:30̃17:15 白岡市千駄野432 0480-92-1111

4/24̃5/2 羽生市役所 8:30̃17:15 羽生市東6-15 048-561-1121

4/26̃5/2 蓮田市役所 8:30̃17:15 蓮田市大字黒浜2799-1 048-768-3111

4/26̃5/2 行田市役所 8:30̃17:15 行田市本丸2-5 048-556-1111

5/3̃5/9 宮代町役場 8:30̃17:15 宮代町笠原1-4-1 0480-34-1111

5/3̃5/9 熊谷市役所 8:30̃17:15 熊谷市宮町2-47-1 048-524-1111

5/10̃5/16 杉戸町役場 8:30̃17:15 杉戸町清地2-9-29 0480-33-1111

5/10̃5/16 深谷市役所 8:30̃17:15 深谷市仲町11-1 048-571-1211

5/17̃5/23 春日部市役所 8:30̃17:15 春日部市中央6-2 048-736-1111

5/17̃5/23 本庄市役所 8:30̃17:15 本庄市本庄3-5-3 0495-25-1111

5/24̃5/30 坂東市役所 8:30̃17:15 坂東市岩井4365 0297-35-2121

5/24̃5/30 上里町役場 8:30̃17:15 上里町大字七本木5518 0495-35-1221

5/31̃6/6 常総市役所 8:30̃17:15 常総市水海道諏訪町3222-3 0297-23-2111

5/31̃6/6 玉村町役場
「道の駅玉村宿」
での開催を検討

8:30̃17:15 玉村町大字下新田201 0270-65-2511

6/7̃6/13 守谷市役所 8:30̃17:15 守谷市大柏950-1 0297-45-1111

9/13̃9/19 伊勢崎市役所 8:30̃17:15 伊勢崎市今泉町2-410 0270-24-5111

6/14̃6/20 取手市役所 8:30̃17:15 取手市寺田5139 0297-74-2141

6/14̃6/20 太田市役所 8:30̃17:15 太田市浜町2-35 0276-47-1111

6/21̃6/27 我孫子市役所 8:30̃17:00 我孫子市我孫子1858 04-7185-1111

6/21̃6/27 大泉町役場 8:30̃17:15 大泉町日の出55-1 0276-63-3111

6/28̃7/4 柏市役所 8:30̃17:15 柏市柏5-10-1 04-7167-1111

6/28̃7/4 千代田町役場 8:30̃17:15 千代田町大字赤岩1895-1 0276-86-2111

7/5̃7/11 野田市役所 8:30̃17:15 野田市鶴奉7-1 04-7125-1111

7/5̃7/11 邑楽町役場 8:30̃17:15 邑楽町大字中野2570-1 0276-88-5511

7/12̃7/18 松伏町役場 8:30̃17:15 松伏町大字松伏2424 048-991-2711

7/12̃7/18 館林市役所 8:30̃17:15 館林市城町1-1 0276-72-4111

7/19̃7/25 越谷市役所 8:30̃17:15 越谷市越ヶ谷4-2-1 048-964-2111

7/19̃7/25 明和町役場 8:30̃17:15 明和町新里250-1 0276-84-3111

7/26̃8/1 吉川市役所 8:30̃17:00 吉川市吉川2-1-1 048-982-5111

7/26̃8/1 板倉町役場 8:30̃17:00 板倉町大字板倉2067 0276-82-1111

8/2̃8/8 三郷市役所 8:30̃17:15 三郷市花和田648-1 048-953-1111

8/2̃8/8 佐野市役所 8:30̃17:15 佐野市高砂町1 0283-24-5111

8/9̃8/15 八潮市役所 8:30̃17:15 八潮市中央1-2-1 048-996-2111

8/9̃8/15 栃木市役所 8:30̃17:15 栃木市万町9-25 0282-22-3535

8/23̃8/29 葛飾区役所 8:30̃17:00 葛飾区立石5-13-1 03-3695-1111

8/16̃8/22 小山市役所 8:30̃17:15 小山市中央町1-1-1 0285-23-1111

8/23̃8/29 江戸川区役所 8:30̃17:00 江戸川区中央1-4-1 03-3652-1151

8/23̃8/29 野木町役場 8:30̃17:15 野木町大字丸林571 0280-57-4111

8/30̃9/5 足立区役所 8:30̃17:00 足立区中央本町1-17-1 03-3880-5111

8/30̃9/5 古河市役所
8:30̃17:15

古河市下大野2248
0280-92-3111

9/6̃9/12 草加市役所 8:30̃17:00 草加市高砂1-1-1 048-922-0151

9/6̃9/12 境町役場 8:30̃17:00 境町391-1 0280-81-1300

9/13̃9/19 さいたま市役所 8:30̃17:15 さいたま市浦和区常盤6-4-4 048-829-1111

9/13̃9/19 五霞町役場 8:30̃17:15 五霞町小福田1162-1 0280-84-1111

9/20̃9/26 桶川市役所 8:30̃17:15 桶川市大字上日出谷936-1 048-786-3211

9/20̃9/26 幸手市役所 8:30̃17:15 幸手市東4-6-8 0480-43-1111

展示期間 展示場所 開館時間 休館日 住所 電話番号

4/5̃
4/18

埼玉県立久喜図書館 9:00̃17:00 久喜市下早見85-5 0480-21-2659

4/19̃
5/2

埼玉県立熊谷図書館 9:00̃17:00 熊谷市箱田5-6-1 048-523-6291

5/3̃
5/23

加須市立加須図書館 9:30̃20:00
加須市中央2-4-17
（市民プラザかぞ1・2F）

0480-61-8200 

5/24̃
6/6

加須市立童謡のふる里
おおとね図書館

9:30̃18:00 加須市琴寄597-1 0480-78-2211 

6/7̃
6/20

幸手市立図書館 9:00̃19:00 幸手市緑台2-5-25 0480-42-0169

6/21̃
7/4

久喜市立中央図書館 10:00̃17:00 久喜市吉羽1‐40‐1 0480-21-0114

7/5̃
7/18

千葉県立関宿城博物館 9:00̃16:30
野田市関宿三軒家
143-4

04-7196-1400

7/19̃
8/1

茨城県自然博物館 9:30̃17:00 坂東市大崎700 0297-38-2000

8/2̃
8/15

小山市立博物館 9:00̃17:00 小山市乙女1-31-7 0285-45-5331

8/16̃
8/29

わたらせ自然館 9:00̃16:30
板倉町大字海老瀬
4663-1

0276-82-1935

8/30̃
9/12

道の駅「さかい」 9:00̃18:00 猿島郡境町1341-1 0280-87-5011

9/13̃
9/26

道の駅「ごか」
9:00̃18:00
（情報館）

五霞町幸主18-1 0280-84-1000

9/27̃
10/17

道の駅「童謡のふる里お
おとね」

9:30̃17:30 加須市佐波258-1 0480-72-2111 

10/18̃
10/31

道の駅「きたかわべ」
9:00̃17:00
（スポーツ遊
学館）

加須市小野袋1737 0280-61-2299

5/2̃
5/7

道の駅「はにゅう」
羽生市大字上新郷
7066

048-560-1010 

11/15̃
11/28

道の駅「おおた」
9:00̃19:00
（観光交流
コーナー）

太田市粕川町701-1 0276-56-9350

11/29̃
12/12

道の駅「おかべ」 深谷市岡688-1 048-585-5001

12/13̃
12/26

道の駅「玉村宿」 玉村町大字上新田
604-1

0270-27-6688

未定
（公益社団）全国市有物
件災害共済会防災専門
図書館

9:00̃17:00 千代田区平河町2-4-1 03-5216-8716

赤文字は、
「利根川上流カスリーン台風７０年実施事業（案）参画意向確認票」におい
て、開催日等の変更希望を頂いた結果を
反映したものです。



（参考）自治体リレーパネル展実施規模のイメージ

羽生市防災気象講演会

開催日：平成29年1月12日（木）14:30～16:30
場 所：羽生市産業文化ホールで実施した

「利根川上流カスリーン台風７０年パネル展」の例

Ｐ１８



資料８

利根川上流カスリーン台風７０年スケジュール（案）について

平成２９年１月 ○１／２０ 利根川上流カスリーン台風７０年
実行委員会

○ポスター、卓上のぼり 掲示開始
○こども利根川研究・活動発表会応募要項配布開始

平成２９年４月 ○こども利根川研究・活動発表会参加希望校の要請
による出前講座・現場案内 ４～９月に実施

○４／５ 自治体リレーパネル展オープニング
セレモニー＜プレスリリース有り＞

自治体リレーパネル展 ４月～９月に開催
※一部の道の駅は１０月～１２月に開催

平成２９年２月 ○実行委員会事務局が実行委員会構成自治体に
伺い、「実施事業」に関する調整・打合せ実施

○カスリーン台風７０年関連記事実行員会構成
自治体広報誌掲載依頼（入稿）４月掲載分

○実行委員会構成自治体における
「河川関わる地域イベントや水防・防災訓練等」
の情報収集とロゴマーク使用依頼

平成２９年５月 ○利根川水系連合水防演習

平成２９年９月 ○９／８ こども利根川研究・活動成果
各参加校から事務局への送付締め切り

○９／１６ 治水の日式典＜プレスリリース有り＞

平成２９年７月 ○カスリーン台風７０年関連記事自治体広報誌
掲載依頼（入稿）９月掲載分

平成２９年10月 ○こども利根川研究・活動成果審査
（一次審査（事務局）、二次審査（幹事会幹事）、
最終審査（理事会））

平成２９年1１月 ○こども利根川研究・活動発表会
＜プレスリリース有り＞

Ｐ１９

平成２９年３月 ○実行委員会構成自治体からのカスリーン台風
体験者推薦取りまとめ


